
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
（
四
件
） 

（
地
域
振
興
課
）　

　

一

〇
貸
金
業
者
の
登
録
の
取
消
し
（
二
件
） 

（
商
工
経
営
支
援
課
）　

　

二

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

二

〇
保
安
林
の
指
定
の
予
定
告
示
内
容
の
掲
示 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

三

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
の
適
当
の
決
定
（
三
件
） 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

三

 
公

告

〇
採
石
業
務
管
理
者
試
験
の
実
施 

（
産
業
立
地
推
進
課
）　

　

四

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
〇
五
六
号
中 

五

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
八
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

石
巻
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

石
巻
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　

石
巻
市
水
明
南
一
丁
目
、
同
市
水
明
南
二
丁
目
、
同
市
大
橋
二
丁
目
の
一
部
、
石
巻
市
石
巻
字
袋
谷
地
、
同
字
袋

谷
地
南
、
同
字
袋
谷
地
三
番
、
同
字
袋
谷
地
五
番
、
同
字
水
押
の
一
部

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
九
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　
　

気
仙
沼
市
西
中
才
の
一
部
、
同
市
大
岩
井
山
の
一
部

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

大
崎
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期
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平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

大
崎
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　
　

大
崎
市
古
川
雨
生
沢
字
皀
沢

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
一
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

大
崎
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

大
崎
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　

大
崎
市
古
川
北
宮
沢
字
北
股
、
同
字
新
北
股
、
同
字
大
森
、
同
字
甲
朴
木
欠
、
同
字
朴
木
欠
乙
、
同
字
新
朴
木
欠

の
一
部

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
二
号

　

次
の
貸
金
業
者
に
つ
い
て
、
貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
二
十
四
条
の
六
の
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日
貸
金
業
者
の
登
録
を
取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
三
号

　

次
の
貸
金
業
者
に
つ
い
て
、
貸
金
業
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
二
十
四
条
の
六
の
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日
貸
金
業
者
の
登
録
を
取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　

登
米
市
東
和
町
錦
織
字
高
城
山
一
〇
九
の
二
、
一
〇
九
の
一
四
、
東
和
町
米
川
字
富
沢
二
三
二
、
二
四
七
の
一

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
東
和
町
米
谷
字
中
ノ
沢
三
八
の
一
七

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
か
ん
養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

第2179号　平成22年８月３日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

商
号
又
は
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏　
　

名

千
葉
一
敏

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

宮
城
郡
利
府
町
青
山
四
丁
目
四
十
六
番
地
五

登
録
番
号

宮
城
県
知
事
（
二
）

第
〇
二
二
四
三
号

登
録
年
月
日

平
成
二
十
一
年

五
月
二
十
日

富
士
興
業

藤
澤
正
義

仙
台
市
太
白
区
羽
黒
台
十
一
番

三
十
号

宮
城
県
知
事
（
一
）

第
〇
二
二
七
三
号

平
成
二
十
一
年

二
月
四
日



　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
登
米
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す

る
予
定
で
あ
る
旨
、平
成
二
十
二
年
七
月
十
四
日
付
け
十
九
森
整
第
八
百
九
十
五
号
で
関
係
者
あ
て
通
知
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
者
は
、
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
仙
台
市
役
所
に
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

仙
台
市
青
葉
区
熊
ヶ
根
字
小
込
沢
山
一
、
二
の
一
か
ら
二
の
五
ま
で
、
二
の
六
・
五
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て

次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
五
の
三
、
七
、
八
、
一
一
の
一
、
一
一
の
二
、
一
二
の
一
・
一
二
の
三
（
以
上
二

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
四
の
五
、
一
七
、
二
〇
、
二
一
の
二
、
二
一
の
三
、
二
一
の
七
、

二
一
の
八
、
三
四

二　

所
在
が
不
分
明
で
あ
る
者
の
住
所
氏
名

　
　

東
京
都
大
田
区
山
王
二
丁
目
三
三
番
八
号　
　

沼
澤　

英
吾

三　

通
知
の
内
容

　

一
の
森
林
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
三
日
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
九
号
で
告
示
し
た
と
お
り
保
安
林

に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
仙
台
市
役
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
百
九
十
八
号

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
鹿
島
台
東
部
土
地
改
良
区
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
計
画
の
変

更
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対

す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

幸　
　

夫　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
変
更
計
画
書
の
写
し
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変

更

の

区

間

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
岩
の
沢
一
六
番
一
地
先
か

ら同
市
同
町
米
谷
字
石
橋
八
二
番
二
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
三
・
〇
〜

 

二
四
・
四

一
三
・
〇
〜二
四
・
四

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
二
〇
・
〇

一
二
〇
・
〇

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

三
百
九
十
八

号

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
岩
の
沢
一
六
番
一
地
先
か
ら

同
市
同
町
米
谷
字
石
橋
八
二
番
二
地
先
ま
で

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
岩
の
沢
一
三
七
番
地
先
か
ら

同
市
同
町
米
谷
字
岩
の
沢
一
三
六
番
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

八
月
十
一
日



二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
四
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

大
崎
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
小
牛
田
町
土
地
改
良
区
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
計
画
の
変
更

を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対

す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

幸　
　

夫　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
四
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

美
里
町
役
場
、
大
崎
市
役
所
、
涌
谷
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
遠
田
郡
南
郷
土
地
改
良
区
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
計
画
の
変

更
を
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対

す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

幸　
　

夫　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
四
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

美
里
町
役
場
、
石
巻
市
役
所
、
東
松
島
市
役
所
、
松
島
町
役
場

 
公

告

〇
採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
三
十
二
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
採
石
業
務
管

理
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
八
月
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

試
験
日
時

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

二　

試
験
会
場

　
　

パ
レ
ス
宮
城
野

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
三
丁
目
三－

一

三　

試
験
科
目

１　

岩
石
の
採
取
に
関
す
る
法
令
事
項
（
環
境
保
全
関
係
法
令
事
項
を
含
む
。）

２　

岩
石
の
採
掘
、
発
破
、
破
砕
選
別
、
汚
濁
水
の
処
理
、
脱
水
ケ
ー
キ
（
脱
水
処
理
に
伴
っ
て
生
ず
る
湿
状
の
岩

石
粉
を
い
う
。）
の
処
理
、
廃
土
及
び
廃
石
の
た
い
積
並
び
に
採
掘
終
了
時
の
措
置
に
関
す
る
技
術
的
な
事
項

四　

受
験
手
続

１　

受
験
願
書
の
受
付
期
間
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
二
日
（
木
）
か
ら
同
月
十
六
日
（
木
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ

し
、
郵
送
の
場
合
は
、
同
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
を
有
効
と
す
る
。

２　

受
験
手
数
料
は
八
千
円
と
し
、
受
験
願
書
に
八
千
円
分
の
宮
城
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
て
納
め
る
こ
と
。

３　

受
験
願
書
は
、
宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
並
び
に
各
地
方
振
興
事
務
所
及
び
地
域
事
務
所
で

配
布
す
る
。

　

４　

受
験
願
書
の
提
出
先

　
　
　

宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課

　
　
　

〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号
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（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

二
七
三
一
）

　

５　

受
験
願
書
の
添
付
書
類

　

写
真
（
手
札
形
（
縦
十
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
八
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
と
し
、
受
験
願
書
の
提
出
前

六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
上
半
身
像
で
、
そ
の
裏
面
に
、
撮
影
年
月
日
、
氏
名
及
び
年
齢
を
記
載
し
た
も
の
）

 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
〇
五
六
号
（
平
成
二
十
一
年
五
月
十
二
日
付
け
）
中

（5）　 平成22年８月３日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2179号　　 

ペ
ー
ジ

二

段上

行一

正

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
岩
渕
六
の
二
二
・

六
の
二
三
（
以
上
二
筆
国
有
林
）

　
　
　
　
　
　
　

誤

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
岩
渕
六
の
二
二
、

六
の
二
三


